
第 54巻 第 6号令和 5年 11月 1日発行 大阪医科薬科大学仁泉会ニュース

第 54巻 第 6号

心
も
体
も

暖
め
ま
し
ょ
う



3

第 54巻 第 6号令和 5年 11月 1日発行 大阪医科薬科大学仁泉会ニュース

令和６年度仁泉会学術集会助成申請について
令和６年度（２０２４年４月１日～２０２５年３月末日）において、仁泉会会員が主催する
学会に対する助成申請の受付を２０２３年１２月１日より開始いたします。（提出期限：令和６年１月末日）
申請を希望する会員は、規程をご一読の上、申請書を事務局までご提出下さい。
申請書は仁泉会ホームページからダウンロードいただくか、事務局までお申し出下さい。

仁泉会事務局

仁泉会ホームページ 大阪医科薬科大学仁泉会

jimu@jinsenkai.net tel :072-682-6166 fax:072-682-6636

 支部だより
P4 京都仁泉会 夏の音楽の夕べ 森本博子（学24期）
P6 4年ぶりに吹田支部会開催 御前 治（学33期）
 クラス会だより
P7 平成八年卒同窓会の報告 河原邦彦（学45期）
P8 受賞報告 中野和男先生 （学19期）
  岡村信介先生 （学23期）
  御前 治先生 （学33期）
 仁泉ひろば
P9 細菌を食べる生物 岡野 准（学部21期）
P10 大阪医科薬科大学柔道部柔友会総会・新歓コンパの開催報告 大阪医科薬科大学柔道部部長 
  南 敏明（学36期）
P12 令和5年度大阪医科薬科大学バレーボール部
 OBOG会・六友会 理事会、総会、懇親会開催のご報告 綾仁悠介（学60期）
P15 2023（令和5）年度大阪医科薬科大学ヨット部OB総会 石﨑英介（学45期）
P16 新聞切抜 酒谷 薫先生（学30期）
P17 新聞切抜 三好保由先生（学30期）
P18 新聞切抜 吉田誠司先生（学54期）
P19 会員著書 中村重信先生
  梶川 博先生
P20 まんが第64回 まんが売るならBIGポン太ー（学31期）
P21 開業しました！ 中村秀俊先生（学56期）
 本部だより
P22 会員訃報
P23 編集後記
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　連日厳しい残暑が続く中、８月２７日にホテルオークラ京
都で京都仁泉会夏の音楽の夕べを開催いたしました。
　京都仁泉会の夏の音楽の夕べは記録に残っているだ
けでも２７年以上継続して開催されている京都仁泉会の
恒例行事です。この会は会員だけでなく家族の参加も歓
迎しているので奥様やお子様も加わっていただき和やかな
楽しいイベントとなっています。
　ご多分にもれずこの会の開催もコロナ感染の影響を受
け３年間開催を見送っていました。
　この間、３回企画しては断念を繰り返していましたが、
今年５月にコロナが感染法上５類に変更になり、ようやく４
年ぶりに開催できました。
　４年ぶりの音楽の夕べは、通崎睦美氏による木琴のコ
ンサートで楽しんでいただきました。使用された木琴は、
戦前アメリカで活躍されＮＢＣ放送で毎朝木琴の生演奏を
担当しアメリカの子どもたちがその木琴の音で目を覚ました
という平岡養一氏が使われていたものです。明治時代に
アメリカで製作された木琴は、同じくローズウッドで作られ
ているマリンバとは音色が若干異なり、明るい明快な音色
で会場全体に響き渡りました。今回は“ギターとともに”と
いうタイトルでギター奏者永参男氏と一緒に演奏していた
だきました。
　曲目はクラシックから歌謡曲、タンゴまで幅広く懐かしい
曲も多く思わず口ずさむような場面もありました。

京都仁泉会　夏の音楽の夕べ

文責／森本博子（学 24 期）

　一時間弱のコンサートの後、演奏者と一緒に集合写真
を撮り、懇親会となりました。乾杯の発声は内田実先生
でした、音楽の夕べの今までを振り返り印象に残っている
演奏者についてなどお話してくださいました。
　その後はアルコールも入りお食事をいただきながら、久
しぶりの対面でのお食事で皆様リラックスされお話がはず
んでいました。
　最後に萩原暢子先生のご挨拶で来年の再会を約束し
つつお開きとなりました。

参加者：（敬称略）
内田実夫妻（学１２期）、中部瞭子（学１３期）、上原従
正夫妻（学１４期）、島田眞久夫妻（学１４期）、杉之下
公子（学１４期）、今村喜久子（学１７期）、岡田豊子（学
２１期）、富岡 曄（学２２期）、梶野興三夫妻（学２３期）、
田代 博夫妻（学２３期）、森本博子・友人（学２４期）、
野田春夫（学２５期）、水谷 均夫妻（学２６期）、蘆田 潔・
ひろみ（学２８期）、北岡治子（学２８期）、萩原暢子・
妹様（学２８期）、柏木元実（学３９期）、中部奈美（学
４７期）
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　令和５年９月２日、吹田支部会が開催されました、ご多
分に漏れず、新型コロナ感染症の影響で４年ぶりのこと
でした。コロナ感染症の動向を見極めてという言い訳のも
と幹事の怠慢もあり開催案内が遅くなってしまったためかも
しれませんが、出席者は９名でした。
　支部長丸川先生の開会挨拶ののち、御前より庶務報告、
西野先生から会計報告が行われました。
　吹田地区ではこの４年の間に、新たに１０名の同窓が
開業されています。また、４名の先生がお亡くなりになら
れており、一同で黙祷を捧げご冥福をお祈りいたしました。
　引き続き、昨年８月母校内科学第Ⅱ講座主任教授に就
任された西川浩樹先生をお招きしての講演が行われまし
た。「注目されるサルコペニア～代謝異常との関連も含め
て～」のタイトルで、要約は以下のとおりです。

4 年ぶりに吹田支部会開催

文責／御前 治（学 33 期）

　サルコペニアは２０１６年にＩＣＤ-１０ に掲載されるように
なってから、急速に研究が進んできている。最近は歩行
速度より握力が診断指標に用いられるようになってきた。
肝硬変など肝疾患では肝グリコーゲン貯蔵量が減少し、
絶食時のグルコース放出が不十分になり、サルコペニア
に陥りやすい。肝硬変が進行すると、筋肉量の減少が高
度になる。NAFLD・NASHでもサルコペニアになりやすい
状態になっている。NAFLDは耐糖能異常にも密接にか
かわっており、逆に糖尿病は肝臓がん発症の大きなリスク
ファクターである。専門分野であられる肝疾患と絡め、ご自
身の研究成果も踏まえて詳細に解説していただきました。
　少し賢くなったところで、お待ちかねの懇親会に移りまし
た。懇親会の冒頭、思いがけず私の吹田市医師会長就
任を祝っていただきました。やはり同窓からのご支援はな
によりのことであり、本当にありがたく思いました。４年ぶり
であっても、そこは旧知の仲であり、すぐに会話の輪が
広がり、あっという間に時間が過ぎました。
　母校は名称が変わってしまい、新しい学歌も作成され
ているのですが、やはり我々の世代は「暁映ゆる」でな
いとしっくりきません。行村先生のリードのもと旧学歌斉唱
して散会になりました。

前列左より　行村 純（学２６期）、丸川 治（学３２期）、西川浩樹（講師）、小谷 泰（学１４期）、清水 公（学１７期）、福本敦子（学３５期）
後列左より　平賀康彦（学３３期）、御前 治（学３３期）、西野淳司（学４０期）　敬称略

　コロナ禍が一段落したと思われた令和５年７月１５日
（土）にザ・リッツ・カールトン大阪にて同窓会を開催し
ました。
　当初はきりの良い卒後２５周年で行いたかったのです
が、ちょうどコロナウィルスによるパンデミックが発生し、
到底そんなことをやっている場合ではなかったため、延
期に次ぐ延期となっておりました。そんな中、同級生の
喜田照代先生が母校の眼科学教室の教授に就任され、
またその一年のちには同じく同級生の松橋延壽先生が
岐阜大学の一般外科・小児外科学教室の教授に就任
されるといっためでたいことが重なり、「何とか二人のお
祝いを兼ねた同窓会の開催を」と希望される声が高まっ
てまいりました。そこで、コロナ第８波が終息しつつある
と判断した３月ごろより、急遽仁泉会事務局のお手伝い

平成八年卒同窓会の報告

文責／河原邦彦（学 45 期）

を受け、またＳＮＳを活用し
つつ参加者を募り、紆余曲
折はありましたが何とか開
催にこぎつけることができま
した。
　当日は４７名もの同級生の
出席をいただき（できれば半
数以上の参加を求めていた
のですが、いかんせん準備
期間が短く、都合のつかな
い先生方には申し訳ないことでした）、卒後２７年も経過
しておりますが、それ相当の年は重ねていても、会って

話せば学生時代に戻った気
持ちで、卒業したのがつい
先日のように思われる楽しい
時間を過ごすことができまし
た。一番若い同級生ですら
５０歳をすでに過ぎ、体の不
調も出てくる年齢にはなって
きましたが、皆が元気なうち
にまた会える機会ができれば
と願っております。

クラス会だより
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中野和男先生 （学部１９期）
　　救急医療功労者厚生労働大臣表彰

岡村信介先生 （学部２３期）
御前 治先生 （学部３３期）
　　産科医療功労者厚生労働大臣表彰

受 賞 報 告

下記の先生の受賞のご連絡がございました。

慶事でありますので、ご報告させていただきます。

左　岡村信介先生　右　御前治先生

細菌を食べる生物

文責／岡野 准（学部 21 期）

j i n s e n - p a r k

　アメリカ・ネブラスカ州のジョン・デロング氏が２０２２年
１２ 月に『米国科学アカデミー紀要（PNAS）』に発表し
た報告によりますと、ハルテリア属の「ホルテリア」という
繊毛虫がクロロウィルスを食べてエネルギー源として利用
して増殖するようです。クロロウイルスは、ゾウリムシなど
の微生物の細胞内に共生する藻類に感染するウイルス
で、ハルテリア属は淡水に生息し大きさ２０～５０μmの小
型の繊毛虫で多くは細菌食性です。ハルテリア属のホル
テリアがウィルス食性という事らしいです。他にもウィルスを
食べる繊毛虫や鞭毛虫があるだろうとも推察しています。
又、ローズ・ベアドントウォーク氏はピコゾアと呼ばれる極
小の原生生物（３μm程）が、ウィルスを食べている可能
性を指摘しています。ウィルスで満たした環境にピコゾア
を投入し、その後ピコゾアを調べると全てのピコゾアにウィ
ルス由来の遺伝物質があったので、ピコゾアは頻繁にウィ
ルスを食べている、もしくはウィルスを主食にしているので
はないかと考えられました。ピコゾアの内容物を調べただ
けなので、ピコゾアがウィルスを食べているとは断定できま
せん。ピコゾアにウィルスが感染していたか、ウィルスをエ
サにした他の生き物を、ピコゾアが食べたのかもしれませ
んが、検出されたウィルスは細菌に感染するもので感染さ
れる細菌に関連するものは見つかりませんし、ピコゾアは
ウィルスを捕食したのだろうと結論づけられました。
　ウィルスを蛋白源として利用する生物がいるのには驚き
ですが、他にもいるとなれば、病原になるウィルスの除去
を出来る生物も居るのかも知れません。或いは食べる以
上は消化もしているのですから、ウィルス退治に食べて
消化する仕組みを利用できる可能性が有るかもしれませ
ん。ウィルス性疾患に対する治療法の幅が広がるかもし
れません。

　全ての生物は生存していく為に、何らかの形でエネル
ギーを得ています。動物の多くは他の生物を食べていま
す。この時捕食される生物に付着している細菌も食べる
ことになります。多くの動物は細菌も食べていることになり
ますが、気付かずに食べているのではなくエネルギー源
の食物として積極的に細菌を食べている生物は、細菌食
性生物又はバクテリア食性生物（Bacterivore）と呼ば
れています。大体において従属栄養生物であり、細菌（バ
クテリア）を食べる事によりエネルギーと栄養素を獲得する
微視的な生物です。
　原生動物の多くは細菌食性生物で、アメーバや線虫に
多くの例があり、カエノラブディティス・エレガンス
（Caenorabditis elegans 以下 C. エレガンスと略します）
や、それを含む属もこれに当たります。通例は細菌の全
ての種が捕食対象と成り得るはずですが、ウェルシュ菌な
どの一部の種の芽胞はその細胞特性の為に捕食対象か
ら逃れています。
　C. エレガンス、Ceriodaphnia quadrangula（猫背ミジ
ンコ）、ツリガネムシ、ゾウリムシ等、原生動物の多くの種
が細菌食性生物として挙げられ、これらの生物は下水処
理には欠かせない生物になっています。ゾウリムシ類は細
長いぞうりの形をした繊毛虫類の１種で、細胞表面には
繊毛とよばれる細かい毛が生えていて、それを動かして
移動します。口の周りには餌をとるための特殊な繊毛があ
り、それを使って水中の細菌などの細かい粒子を濾過し
て食べます。下水が流れこんでいる川や、有機物が豊
富で葦原が発達するような淡水に住んでいます。ゾウリム
シ類にはクロレラが共生していて緑色に見える種類もありま
す。クロレラが光合成をしてつくった栄養をゾウリムシが利
用し、ゾウリムシの排泄物がクロレラの栄養となります。以
上述べたように細菌食の生物は概ね単細胞の微細な生
物が多く、水質の浄化に関係していて多くの人は気付か
ずに御世話になっているのです。細菌食性生物は水質
浄化に利用されている事は分りましたが、最近、エネルギー
源としてウィルスを食べる生物が有る事が分かりました。
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大阪医科薬科大学柔道部柔友会総会
・新歓コンパの開催報告

文責／大阪医科薬科大学柔道部部長  南 敏明（学36期）

j i n s e n - p a r k

参加者：（敬称略）
柔友会会長　内田 實 （学１２期）
柔道部部長　南 敏明 （学３６期）
子日光雄 （学２５期）
伊泊大造 （学３９期）
後藤昌弘 （学４２期）
太田俊輔 （学４４期）
能見勇人 （学４６期）
千秋里香 （学４９期）
村越 太 （学５１期）
大槻祐喜 （学５５期）
本田浩太郎 （学５９期）
長塚俊貴 （学６６期）
森田琢郎 （学７０期）
由良 成 （学７０期）
夏目 恒 （６回生）
近藤高寅 （６回生）
中村俊太郎 （６回生）
岩井啓晃 （５回生）
長谷川宗一郎 （４回生）
十河尚基 （４回生）
北村 薫 （４回生）
白川幹久 （３回生）
香川昂佐 （２回生）
小田盛太郎 （１回生）
杉原哲也 （１回生）
中内琉河 （１回生）
竹内英人 （１回生）
長倉愛夏 （１回生）
長久理紗 （１回生）
近藤 碧 （１回生）

　新型コロナ感染症が２類から５類になったことから、新
入部者８名を迎えて７月２９日に高槻阪急百貨店桃谷樓
にて総勢３０名で柔友会総会・新歓コンパを開催しまし
た。岐阜県、兵庫県赤穂市など遠方からも参加していた
だきました。
　最初に柔友会会長の内田實先生から挨拶を賜り、引き
続き柔道部部長の南敏明から病院の現状を話させてい
ただき、子日光雄先生の挨拶と乾杯で会は開始となりまし
た。久しぶりの対面での会のためいろいろと話は盛り上が
りました。ＯＢ・ＯＧの先生の近況では、柔道からは完全に
引退して水泳にはまり世界水泳マスターズに１００メートル
自由形・２００メートル自由形・５０メートルバタフライに出場
する村越太先生、医学部を卒業してから女性にモテるた
めに筋トレを行いＢｅｓｔ Ｂｏｄｙ Ｊａｐａｎ ２０２３日本大会３０
歳代モデルジャパン部門（ちなみに２０２０年の日本大会
５０歳代優勝は西川貴教さん）に出場する長塚俊貴先生
など、柔道以外で活躍をしている先生の話は反響が大き
かったように思います。
　柔道部伝統の自己紹介も４年ぶりなのでレジデント１年
目の森田琢郎先生が模範として行いましたが何回も繰り
返したので模範となったか疑問でした。現役部員も６回生
から自己紹介を行いましたが今一つで、結局は失敗を繰
り返した先輩を見て学習した１回生が一番上手でした。
なお、必ず年齢を確認してビールかウーロン茶かの選択
は厳守しました。自己紹介の項目に出身高校が入ってい
るので、ＯＢ・ＯＧの先生と同じ出身高校の話で繋がりが広
がりました。
　理想としては、優秀な成績で大阪医科薬科大学に入
学して柔道部で文武両道を極めて立派な医師になるの
が望ましいですが、ただ最近は柔道部部員の学業成績
があまりにも悪過ぎるので、勉学に力を入れるように強く指
導をしました。４年ぶりの新歓コンパのため会の段取りも良
くなく、社会人としての一般常識も共に教育していくことが
柔友会の役目だと思いました。

新歓コンパ前の全体練習

新歓コンパの集合写真
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令和 5 年度大阪医科薬科大学
バレーボール部OBOG会・六友会 
理事会、総会、懇親会開催のご報告

文責／綾仁悠介（学 60 期）

j i n s e n - p a r k

　総会の開始に際しては会長の芦田明先生（学３７期）
からのご挨拶を頂き、引き続いてこの４年間に物故会員と
なられた先生方へ黙祷を捧げました。保田浩先生（学３１
期）からの会計報告の後、新役員の選出があり、新理事
長として保田浩先生、新監督として現監督の山﨑哲司先
生（学６０期）、新監事としては小林一朗先生（学２９期）、
内山和久先生（学３２期）がそれぞれ推薦され承認され
ました。また本会に参加したOBOGの先生方全員が新理
事として承認され、六友会の発展とバレーボール部の応
援に尽力して頂くこととなりました。新しく理事長に就任さ
れた保田浩先生のご挨拶では、先生の現役当時のバ
レーボール部の状況を振り返りながら「西医体優勝」の目
標にむけて現役部員に対して激励を頂きました。監督の
山﨑哲司先生は、部の現在の活動状況に加え今回の西
医体でのチームの様子を伝えていただきました。「試合中
もコート内でよくコミュニケーションをとり、良いプレイをした
選手同士を称えあう姿があった。ベンチや観客席に居る
控えメンバーやマネージャーも絶え間なく声援を送り、得
点や失点に本気で一喜一憂していた。その姿を見て
チームスポーツの素晴らしさを再認識させられた」とのこ
とでした。また、監督としてOBOGと現役部員との架け橋
を担い、現役部員が有意義に時間を過ごし試合で勝てる
ように貢献したい、という抱負を述べられました。
　懇親会は池田直廉先生（学４９期）に司会を務めてい
ただき、乾杯のご発声は内山和久先生から頂きました。会
の中ほどでは、医学科現役部員（男子現役部員１９名、女
子現役部員１２名）から一人ずつ挨拶をしてもらいました。
コロナ禍で日々の練習を行うことにも制約があった中で、
力強い抱負を述べる姿には頼もしさを感じました。ご多忙
にてご出席が叶わなかった日本医師会副会長の茂松茂
人先生（学２７期）、本学名誉教授の池田恒彦先生から
のメッセージとして、バレーボール部と六友会の益々の発
展と本会の盛会を祈念される旨のお言葉が代読されまし
た。その後、今年度の西医体の試合ビデオが放映され、
山﨑哲司先生から解説を頂きながら出席会員全員で観
戦しました。大きなスクリーンでのビデオ上映でしたので、
さながら西医体会場にいるかのような臨場感がありました。
食事も終わりに近づいたところで出席会員一人ひとりから
近況報告や当時のバレーボール部の思い出などのお話
を頂き大いに盛り上がりました。最後に集合写真を撮影し、
また２年後の再会を誓って閉会となりました。
　末筆となりましたが、思い出に残る写真をたくさん撮影
頂いた、大槻周平先生（学４７期）に、この場を借りて御礼
申し上げます。ありがとうございました。

参加者：（敬称略）
後藤研三 （学 21 期）
櫻本邦男 （学 23 期）
松本正明 （学 25 期）
豐田勝弘 （学 28 期）
小林一朗 （学 29 期）
湯川裕史 （学 29 期）
保田 浩 （学 31 期）
内山和久 （学 32 期）
田中雅也 （学 32 期）
金子卓嗣 （学 35 期）
芦田 明 （学 37 期）

奥田真也 （学 42 期）
西尾公利 （学 43 期）
坊岡進一 （学 43 期）
島川修一 （学 44 期）
東口治弘 （学 44 期）
西村 渉 （学 44 期）
西本昌義 （学 44 期）
坂 良逸 （学 45 期）
天野良亮 （学 46 期）
菊山裕貴 （学 46 期）
山野 剛 （学 46 期）

朝隈光弘 （学 47 期）
大槻周平 （学 47 期）
北原直人 （学 47 期）
明瀬大輔 （学 49 期）
池田直廉 （学 49 期）
越智 薫 （学 57 期）
玉川裕一郎 （学 59 期）
綾仁悠介 （学 60 期）
池田邦明 （学 60 期）
山﨑哲司 （学 60 期）
守倉 礼 （学 62 期）

東堂まりえ （学 63 期） 
東 隼也 （学 66 期）
桶本 大 （学 67 期）
齋藤敦徳 （学 67 期）
木下絢奨 （学 68 期）
清原卓也 （学 68 期）
堀口晃平 （学 68 期）
池原史明 （学 69 期）
谷口洋樹 （学 69 期）
澤村栄鳳 （学 70 期）

　まだまだ残暑が厳しい
去る令和５年９月３日日曜日、
大阪医科薬科大学バレー
ボール部ＯＢＯＧ会・六友会
の理事会、総会ならびに懇
親会をホテルアベストグラ
ンデ高槻にて開催いたしま
した。コロナ禍であったた
め４年ぶりの開催となりまし
た。六友会会員のＯＢＯＧ
の先生方は４３名、現役部
員は男子医学科１９名、女
子医学科１２名、看護学科
１８名の参加で総勢９２名
の大きな会となりました。理
事会、総会の司会は朝隈
光弘先生（学４７期）にお
務めいただきました。理事
会の議長は理事長の豐田
勝弘先生（学２８期）が務
められ、開会に先立ちご挨
拶を頂戴し、会員相互の
親睦、現役部員の部活動
の援助という六友会の活
動意義を述べられました。
理事会では本学の名称変
更に基づき、本会の名称を
「大阪医科薬科大学バ
レーボール部ＯＢＯＧ会六
友会」と改め、ＯＢＯＧの先
生方の中でできるだけ活
発な意見交換ができるよう
理事の人員上限が撤廃さ
れました。

女子現役部員

男子現役部員

山﨑監督

保田新理事長

芦田会長

豐田理事長
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2023（令和5）年度大阪医科薬科大学
ヨット部ＯＢ総会

文責／石﨑英介（学45期）

j i n s e n - p a r k

　続いて記念撮影の後、会場を図書館棟地下１階の食
堂に移し、懇親会を行いました。途中、主将の４年生久保
奬太朗君からの部の現状を報告してもらいましたが、そ
の雄弁な語り口はどのOBよりもしっかりとしていて、部の
将来の安泰を感じさせるものでした。現役部員が作成し
たポロシャツの販売会などもあり、和気藹 と々した雰囲気
で楽しい懇親会となりました。
　コロナ禍による規制も解除されつつある中、来年度以
降はまたたくさんのOBの先生方にもご参加いただければ
と願っております。

参加者：（敬称略）
梶野興三 （学２３期）
前村憲太朗 （学３５期）
杉本裕宣 （学３８期）
髙木雄久 （学３９期）
西部 彰 （学３９期）
髙橋 元 （学４４期）
石﨑英介 （学４５期）
大前貴裕 （学４５期）
可児弘行 （学４５期）
可児佳代子 （学４５期）
白石将史 （学５０期）
中島祐介 （学５３期）
中島三和 （学５３期）
楢林 賢 （学５３期）
奥田悟之 （学７１期）
小原圭由 （学７１期）
氏本咲希 （看護学部２０２２年度卒）
大下春香 （看護学部２０２２年度卒）

　２０２３（令和５）年度ヨット部OB総会が、令和５年８月
２６日土曜日に開催されました。
　２０１２（平成２４）年の以降毎年開催していましたが、コ
ロナ禍以降開催見送りが続き、２０１９年以降実に４年ぶり
の開催となりました。
　この間、OB総会だけでなく、新歓・追いコンはもちろん、
練習の見学もできない状況が続き、現役部員との交流は
ほぼ絶たれる状態となってしまっていました。
　部活動自体にも大きく影響し、西医体の中止や練習も
ままならない時期があったときいていたため、部の存続に
ついて危惧していました。
　そんな中開かれました総会は、参加人数はやはりやや
少なめではありましたが、久しぶりの再開を喜び、旧交を
温めました。また現役部員も兼部も多いものの現役部員
１４名、マネージャー５名の計１９名の大所帯となっている
とわかり安堵しました。
　今回も会場は本学とし、まずOB総会をPA会館P３０１
号室で行いました。総会では、前年度OB会計の承認、学
校の名称変更に伴いOB会も「大阪医科薬科大学ヨット
部OB会」と名称変更すること、OBへの連絡手段として
郵送をとりやめメールに一本化すること、OB会から部員
への支援方法について等の議題について意見交換を行
いました。

大
阪
医
科
薬
科
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
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OG
会
・
六
友
会
の
理
事
会
、総
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真
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酒谷先生からのメッセージ
　「現在勤務している東京大学・高齢社会総合研究機
構（IOG）は、超高齢化社会における諸問題に取り組
むために、分野横断型の課題解決型実証研究（アクショ
ンリサーチ）を行う東大の全学的な研究機構です。とくに、
高齢者の認知症やフレイル（虚弱）の予防を重視して
おり、今回の羽曳野市との協定も認知症の予防を目的
に締結されました。具体的には、羽曳野市が所有する
過去１０年間の市民の健診データを用いて、私どもが研
究開発している「健診データのAI 解析による認知障害
早期リスク判定法」を改良し、実用化を目指すものです。」

NHKニュース記事
https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20230831/2000077460.html

毎日新聞９月６日

タウンニュース茅ケ崎版８月２５日

酒谷 薫先生（学３０期）の記事が、９月６日付毎日新聞、８月３１日 NHKニュースにて掲載放送されていましたので
ご紹介させて頂きます。

三好保由先生（学３０期）の記事が８月２５日付タウンニュース茅ケ崎版にご掲載されましたのでご紹介させて頂きます。
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特別会員 梶川 博先生が中村重信先生と共著で 「高齢期を楽しく暮らす 高齢者を診る医師の提案」 という本をご出版され
ましたので、ご紹介させていただきます。　安藤嗣彦（学 20 期）

高齢期を楽しく暮らす
高齢者を診る医師の提案　

著　者：中村重信
　　　　梶川 博
出版社：クリエイツかもがわ
定　価：2,000 円（税別）

神戸新聞１０月１６日

吉田誠司先生（学５４期）の記事が１０月１６日付神戸新聞にご掲載されましたのでご紹介させて頂きます。
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専門医ヘルペス

ざんねんな脱炭素

まんが売るなら B IG ポン太ー（学31期）

まんが第 64 回

名称 なかむら内科・糖尿病クリニック
住所 〒593-8324　
 堺市西区鳳東町７丁７３３
 おおとりウイングス２F
電話 072-349-6500
FAX 072-349-6509　　
診療科目 内科　糖尿病内科
診療時間 午前 9:00~12:30
 午後 16:30~19:00
休診日 木曜、土曜午後、日曜
ホームページ https://www.nakamura-dmclinic.com
E-mail h-n.0901@nakamura-dmclinic.com
仁泉会の先生方に一言
 よろしくお願いします。

中村秀俊先生（学 56 期）
開業しました！

女性　２６歳
国立大学ご卒業
現在、放送関係のお仕事でご活躍
中です。

詳細は仁泉会事務局までお尋ねください。

良縁募集中

仁泉会神戸支部　新年会のご案内

拝啓　時下ますますご隆盛のこととお慶び申し上げます。
さて、恒例の新年会を下記の日時、場所にて開催いたします。
４年ぶりの開催となりますが、特別企画として中井 宏次先生（NPO法人健康笑い塾
主宰、1975年 大阪薬科大学 卒）による『健康と笑い』に関するご講演を賜ります。
ぜひ、ご出席のほどお願い致します。

日　時：令和６年１月２０日（土）１７時３０分　開宴
場　所：神戸倶楽部（The Kobe Club）
　　　　兵庫県神戸市中央区北野町4-15-1
　　　　TEL 078-241-2588
会　費：開業医 ……………… ５０００円
　　　　勤務医・退職者 ……… ２０００円

記

神戸支部会長　増井裕嗣
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高医 13 期　岩崎 正先生

昭和１８年卒。

高医１７期　井本勢太郎先生

平成２７年５月８日ご逝去（９０歳）
昭和２３年卒。
卒業後、大阪大学皮膚泌尿器科学教室に入局。昭和
３３年４月から伊丹市立病院皮膚科泌尿器科医長にご
就任され、昭和４０年１月に大阪市淀川区にて回陽堂皮
膚科を開設され地域医療に尽くしておられました。
ご遺族　長男　敏弘様

高医１９期　山鳥賢一先生

令和５年６月２８日老衰の為ご逝去（９４歳）
昭和２５年卒。
卒業後、大阪市生野区でご開業され、令和元年１１月
３０日まで診療に従事され地域医療に貢献されました。
ご遺族　ご息女　飯尾弘美様

高医２０期　辻 功先生

令和５年８月１１日急性心不全の為ご逝去（９５歳）
昭和２６年卒。
卒業後、国立大阪病院産婦人科入局後、大阪市東住
吉区針中野にてご開業されました。その後、ご尊父 嘉
門様の後を継ぎ、天王寺のつぢ肛門科を継承され、地
域医療に貢献されました。現在、ご長男嘉文様が医院
を継承されています。
ご遺族　妻　嘉壽子様

学部９期　忠田守喜先生

令和４年６月１６日慢性心不全の為ご逝去（８７歳）
昭和３５年卒。
ご遺族　妻　ひさ代様

　『令和５年６月１６日、COVID-１９に罹患、その関連
病状でご逝去されました。
　小生とは京都府立西京大学教養課程以来６９年に亘
る親友でありました。
　卒業後、大阪医科大学大学院（第Ⅱ内科学教室）
に入学され、学位授与後に医療法人南大阪病院内科
に就職され、病院の発展と地域住民の診療に我が身を
省みず挺身され、第Ⅱ内科岩田繁男教授と南大阪病院
内藤景岳理事長（高６）の信頼大なるものがありました。
　平成１５年からは小生の願いで、医療法人おおくまリ
ハビリテーション病院名誉院長、更にはおおくま老人保
健施設長として勤務し、沢山のお助けをいただきました。
　晩年は老健に入所され、悠々自適の生活を送ってお
られましたのに、パンデミックの渦に巻き込まれ、残念な
結果になってしまい、悲しい事でございます。　　合掌』

学部 9期幹事　大隈義彦先生より

学部１４期　大澤 直先生

令和５年８月５日誤嚥性肺炎の為ご逝去（８２歳）
昭和４０年卒。
卒業後、母校大学院にて博士号を取得され、昭和４６
年１０月には米国ブラウン大学医学部に出向。昭和５３
年４月に医療法人大澤病院を開設されました。昭和５９
年５月には医療法人大澤会の理事長に、令和３年６月に
は会長に就任され、地域医療に貢献されました。
ご遺族　長男　直也様

学部１４期　田崎晴彦先生

令和５年７月２９日ご逝去（８８歳）
昭和４０年卒。
大阪高槻市にて内科・小児科をご開業になり、地域医
療の為に尽くされました。
ご遺族　長男　龍之介様

学部１７期　辻 善弘先生　

令和５年８月８日COVID１９肺炎の為ご逝去（７９歳）
昭和４３年卒。
ご遺族　長女　洋子様

学部２５期　山本正人先生

令和５年２月６日うっ血性心不全の為ご逝去（７３歳）
昭和５１年卒。
卒業後、母校大学院にて博士号を取得。昭和６０年か

らは母校脳神経外科学教室の助手、講師を務められま
した。その後、京都木津川病院の脳神経外科部長、
大阪府三島救命救急センター医長、総合加納病院部
長として診療に従事され、平成７年に山本医院を開設さ
れ、地域医療に尽力されました。
ご遺族　妻　千賀子様

学部３１期　田中源重先生

令和５年８月２１日左冠動脈主幹部急性心筋梗塞の為ご
逝去（６７歳）
昭和５７年卒。
卒業後、枚方市民病院、大阪医科薬科大学、第一東
和会病院にご勤務されました。平成３１年からは第一東
和会病院の院長を務められる傍ら母校の臨床教育教授
もお務めになっておられました。
ご遺族　長男　祐太郎様

編 集 部 よ り

会費納入のお願い

原稿募集のお知らせ

年会費
令和５年度　10，000 円
令和４年度　10，000 円
令和３年度　10，000 円
納入のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　事務局　会計係

仁泉会ニュースの原稿を募集しております。日々の診療
で感じられた事、研究報告、趣味のお話やクラス会や支
部会のご報告なんでも結構です。
ご投稿お待ちしております。
●55 巻 1 号（令和６年１月 1日発行）
　締切　令和５年１１月末日
●55 巻２号（令和６年３月 1日発行）
　締切　令和６年１月末日
●送付先：仁泉会事務局　〒569-8686　高槻市大学町 2-7
E-mail：jimu@jinsenkai.net　　FAX:072-682-6636

　新型コロナ感染症が５類感染症になってから早や半年
になります。医療機関での扱いも季節性インフルエンザと
同様になっているはずですが、いまだに脅威は残ってい
ます。同窓諸氏の病院、クリニックでもいろいろと工夫し
て対応にあたっておられると思います。
　さて、今号には仁泉会学術集会助成申請のお知らせ
が掲載されています。これは仁泉会会員が全国規模の

学会集会長などをなさる際に、仁泉会から助成を行うも
のです。以前のように企業からの協賛が得にくくなってい
るご時世に、少しでも援助をする趣旨もあり行われていま
す。学会終了後にはその模様を仁泉会ニュースに掲載
していただいていますので、ご覧になったことがあるので
はないでしょうか。学会開催形態もハイブリッド形式がすっ
かり定着してきました。ただし費用面を含めて開催の手
間が減ったわけではありません。同窓主催者の一助にな
ればと考え、今後も継続してゆく方針です。　　　（治）




